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地球の内部磁気圏では、磁気赤道付近におけるホイッスラーモード波と高エネルギー電子との相
互作用によりコーラス放射が励起される。コーラス放射は周波数が上昇しながら同時に振幅が増
大するコヒーレントな波動であり、数百秒の時間スケールで周波数が電子のサイクロトロン周波
数の0.2-0.7の範囲で変動する。最近の衛星観測・計算機シミュレーションに基づく理論解析か
ら、コーラス放射の励起機構はサイクロトロン共鳴の電子が速度位相空間でつくる電磁的電子ホ
ールによるものであることが解明された[Omura et al., 2008; 2009]。周波数変動を伴う時には、
電子ホールの形状が波の位相に対して非対称になるため共鳴電流が流れ波が成長する。このホイ
ッスラーモードは右回りの円偏波であるが、左回りの円偏波の電磁イオンサイクロトロン(ＥＭ
ＩＣ)波と高エネルギープロトンとの相互作用においても、共鳴陽子が速度位相空間で電磁的な
陽子ホールを形成し、同様の周波数変動を伴うコヒーレント波動が励起されるものと予想され
る。クラスター衛星のプラズマポーズ付近の波動観測において、陽子サイクロトロン周波数以下
の数Hzのレンジで、周波数変動を伴うコヒーレントな波動が見つかった[Pickett et al., 2010]。
このＥＭＩＣ波について周波数変動による非線形成長理論を検証したところ、非常に良い一致を
みることができた[Omura et al., 2010]。これをＥＭＩＣコーラス放射と名づけ、ホイッスラーモ
ードコーラスと比較と共にその特性について述べる。
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